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鹿児島 1班 10.17

デ：バッテリーが持たない
メ：どこでも使える

デ：バッテリー
が持たない

ネット環境によりやりや
すさに個人差がある。
顔だし・発言をしにくい

デ：ネット環境が良くないと
トラブルが起きやすくなる
メ：どこでも使える

メ：移動時間などが減り、時
間を有効に使える

学校が苦手な子には嬉しい
デ：音声が聞き取りにくい

理解が進まない。分発言はしやすい。
体力的にきつい。
・相手の顔がわからない。
・顔がわからない分発言はしやすい。
通常授業に比べて理解が進まない。

デ：目や体への害がある

デ：目で見て言えない怖さ
メ：有効活用できる

メリット 遠方の人とつながれる

デメリット 一度通信が切れてし
まうと、修復に時間がかかる
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コミュニケーション

（デメリット）
コミュニケーションの会話だと、対相手とのコミュニケーションが表情が見えない分、大変。
また、やりとりに不安が出る。

心がけ→相手がどういう感情で送っているかわからないため、自分の思い込みで行動せずにしよう

（メリット）
対面じゃない分、コミュニケーションツールは、気軽に友人に話ができる。
コミュニケーションツールを使う機会が増えた。

これからの時代を見据えた上で、リアルなコミュニケーションツールが
できるものが欲しい！



ー私たちの主張ー
１班



授業が遅れる

1人だとやる気が出ない

家族以外の人と会話す
ることがほとんどない

自分が好きな時に
勉強できる

家での自由時間が多い

メリット デメリット

オンライン授業がない



☆オンライン授業は必要である！

メリット デメリット
オンライン授業がある

状況に合わせて授業が
受けられる

休んでる間も授業ができる

学びを止めない

理解が進まない

画面を長い時間見る
→体力的によくない

声が飛んで聞き取りにく
い



☆バランスが必要！

SNS
実際に会う



～提言～

・土曜日にオンライン授業を取り入れる。

・コミュニケーション→vr（バーチャルリアリティ）
などを取り入れる。
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新しい生活様式で生まれた差

鹿児島 ２班 10.17



ICT （学業面）

〇 自分のペースで勉強が可能

時間を効率的に使える

学校の勉強以外のことに時間を使える

✖ 学校によってオンライン授業の有無に差

ICT機器やソフトに不慣れなためのトラブル

コミュニケーションが不足



ICT （コミュニケーション）

・SNSでもアプリによってはつながり方やコミュニ
ケーションの取り方が違うことが分かった。

・また、オンライン授業をしていた学校ではお互い
よくわからなかった課題や宿題の情報交換をSNSを
通じてした。

・同じSNSでもアプリによってはつながり方やコミ
ュニケーションの取り方が違うことが分かった。



現状の問題点

技術 差 ＩＣＴに詳しい人とそうでない人

改善策 学校で使い方を学べる授業、トラ
ブルが起こっても相談できる仕組み

環境 差 wi-fi環境が整っていない場所もある

改善策 wi-fi環境が整っていない人もICTが
使えるような場所を作る

（図書館、自習室など）



提言

ICTの

技術 環境 の差をなくす
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～格差反対をなくすために～

鹿児島 10.17レインボ
ー



勉強面

メリット デメリッ
ト

旅行間削減で自分の時間に

外部での勉強に時間をあてられる

質問がしやすい

勉強時間の減少

何もしない

質問の回答への理解が浅い



メリット デメリッ
ト

１．アプリ上の不具
合
２．利用者の差

デメリットのほう
が 多
い！！



具体的に...

利用者の差アプリ上の不具合

・ハウリング

・画質の悪さ

・Wi-Fiの有無

・アプリを使いこなすための知識と技術

・自由な時間の使い方



コミュニケーション面

・離れていても会話ができる

・気軽に話せる

・リモートでパーティー

・オンラインでの面接

・勉強を一緒にできる

・１０年後でも友達と連絡が
取れる

・１０年後でも連絡ができ
るが繋がるかわからない
・話が伝わりにくい

・知らない人からの連絡，
位置情報がばれる
・SNS上でのトラブル
・感情が伝わらない

メリット デメリット



１番大きなデメリット

学習

→いろいろな格差がある

コミュニケーション

→モラルを理解した上で上手に活用すべき



提言

国や自治体への要望

→ネットワーク環境、機器、知識・技術の差をなくす。

情報モラルについて考える授業を必修教科にする。

５Gにみんなで移り変わる。


